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(57)【要約】
【課題】　光配線部品の小型化を可能とし、多心光コネ
クタに光導波路構造体を省スペース且つ効率的に接続す
る手段を提供する。
【解決手段】　複数のコア部と、クラッド部と、前記コ
ア部に、前記コア部の光路を、前記光ファイバ穴に向け
て、屈曲させる光路変換部を有する光導波路構造体と、
複数段の光ファイバ穴を有する多心光コネクタと、を含
んで構成され、光接続可能な光配線部品であり、前記光
導波路構造体は、前記光路変換部が、前記光ファイバ穴
に相対するように配置されるように、光導波路の短手方
向の一端より他端に向かい、隣接する段の光ファイバ穴
に対し順番に、これを繰り返して、パターニングがなさ
れた千鳥構造端部を有する、光配線部品。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のコア部と、クラッド部と、前記コア部に前記コア部の光路を、前記光路接続部に向
けて、屈曲させる光路変換部を有する光導波路構造体と、
　複数段の光路接続部を有する光接続部品と、
を含んで構成される光配線部品であり、
　前記光導波路構造体は、前記光路変換部が、前記光路接続部に相対するように配置され
るように、光導波路の短手方向の一端より他端に向かい、隣接する段の光路接続部に対し
順番に、これを繰り返して、パターニングがなされた千鳥構造端部を有する、光配線部品
。
【請求項２】
前記複数段の光路接続部を有する光接続部品は、複数段の光ファイバ穴を有する多心光コ
ネクタまたは複数段の受／発光部を有する光素子である、請求項１に記載の光配線部品。
【請求項３】
前記パターニングは、前記コア部に光路変換部が、前記光接続部ガイド孔に相対するよう
に、前記コア部が該光路変換部に向かい湾曲するようになされたものである、請求項１ま
たは２に記載の光配線部品。
【請求項４】
前記光導波路構造体は、アライメント用穴を有するものである、請求項１ないし３のいず
れか１項に記載の光配線部品。
【請求項５】
前記光導波路構造体は、導体回路を有するものである、請求項１ないし４のいずれか１項
に記載の光配線部品。
【請求項６】
前記光配線部品は、前記光ファイバ穴に光ファイバが挿入されたものである、請求項１な
いし５のいずれか１項に記載の光配線部品。
【請求項７】
前記光配線部品は、前記光ファイバ穴を介して、前記コア部の光路が光素子の受／発光点
とが光接続されたものである、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の光配線部品。
【請求項８】
前記光配線部品は、前記コア部の光路が、前記光路変換部より前記受／発光部に直接光接
続されたものである、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の光配線部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光配線部品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光通信において、通常、光導波路は、光ファイバと結合して使用されている。前記光導
波路は、多心の光ファイバと結合されるが、一般的に光導波路と光ファイバを結合する方
法としては、光ファイバコネクタ用の基板と光導波路基板とを固定し、光ファイバと光導
波路との軸合わせし固定する方法が行なわれていた。その具体例として、多条の光導波路
を、嵌合ピンを介して多心の光コネクタを結合できる光導波路本体を具備する光導波路部
品などが挙げられる（例えば、特許文献１参照。）が、さらに多条の光導波路を用いた結
合では、光コネクタを多段に組み立てる必要があり、より多くの部品を使用する必要があ
った。
【特許文献１】特開平７－３５９５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　本発明は、光配線部品の小型化を可能とし、多心光コネクタに光導波路構造体を省スペ
ース且つ効率的に接続する手段を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、下記第（１）項から第（８）項の光配線部品により達成される。
（１）　複数のコア部と、クラッド部と、前記コア部に前記コア部の光路を、前記光路接
続部に向けて、屈曲させる光路変換部を有する光導波路構造体と、
　複数段の光路接続部を有する光接続部品と、
を含んで構成される光配線部品であり、
　前記光導波路構造体は、前記光路変換部が、前記光路接続部に相対するように配置され
るように、光導波路の短手方向の一端より他端に向かい、隣接する段の光路接続部に対し
順番に、これを繰り返して、パターニングがなされた千鳥構造端部を有する、光配線部品
。
（２）　前記複数段の光路接続部を有する光接続部品は、複数段の光ファイバ穴を有する
多心光コネクタまたは複数段の受／発光部を有する光素子である、第（１）項に記載の光
配線部品。
（３）　前記パターニングは、前記コア部に光路変換部が、前記光接続部ガイド孔に相対
するように、前記コア部が該光路変換部に向かい湾曲するようになされたものである、第
（１）項または第（２）項に記載の光配線部品。
（４）　前記光導波路構造体は、アライメント用穴を有するものである、第（１）項ない
し第（３）項のいずれか１項に記載の光配線部品。
（５）　前記光導波路構造体は、導体回路を有するものである、第（１）項ないし第（４
）項のいずれか１項に記載の光配線部品。
（６）　前記光配線部品は、前記光ファイバ穴に光ファイバが挿入されたものである、第
（１）項ないし第（５）項のいずれか１項に記載の光配線部品。
（７）　前記光配線部品は、前記光ファイバ穴を介して、前記コア部の光路が光素子の受
／発光点とが光接続されたものである、第（１）項ないし第（５）項のいずれか１項に記
載の光配線部品。
（８）　前記光配線部品は、前記コア部の光路が、前記光路変換部より前記受／発光部に
直接光接続されたものである、第（１）項ないし第（５）項のいずれか１項に記載の光配
線部品。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、光配線部品の小型化を可能とし、多心光コネクタに光導波路構造体を
省スペース且つ効率的に接続できるものであり、分岐型導波路構造体の設計の自由度が高
くなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明は、複数のコア部と、クッラド部と、前記コア部に前記コア部の光路を、前記光
路接続部に向けて、屈曲させる光路変換部を有する光導波路構造体と、
　複数段の光路接続部を有する光接続部品と、
を含んで構成される光配線部品であり、
　前記光導波路構造体は、前記光路変換部が、前記光路接続部に相対するように配置され
るように、光導波路の短手方向の一端より他端に向かい、隣接する段の光路接続部に対し
順番に、これを繰り返して、パターニングがなされた千鳥構造端部を有する、光配線部品
である。本発明によれば、光配線部品の小型化を可能とし、多心光コネクタに光導波路構
造体を省スペース且つ効率的に接続する手段を提供することができるものである。以下、
本発明について説明するが、本発明は何らこれらに限定されない。
【０００７】
　前記複数段の光路接続部を有する光接続部品としては、光学部品同士の光路接続機能を
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有するもの、光導波路の光路への光導入／光導出の機能を有するもの、などが挙げられ、
具体例として、複数段の光ファイバ穴を有する多心光コネクタおよび複数段の受／発光部
を有する光素子が挙げられる。
【０００８】
　前記複数段の光ファイバ穴を有する多心光コネクタとしては、前記光路接続部として光
ファイバ穴を有するものであり、例えば、光ファイバ穴の配列として、１６心（８心×２
列（段））、２４心（１２心×２列（段））、３２心（８心×４列（段））、６０心（１
２心×５列（段））、８０心（１６心×５列（段））などが挙げられる。このとき、前記
穴の径としては、１２５μｍを用いることができ、穴と穴との間のピッチ間隔としては、
２５０μｍ、５００μｍなどが用いられる。また、このような多心光コネクタの断面積と
しては、光ファイバ穴の配列にもよるが、例えば、２．５ｍｍ×４．４～８．４ｍｍなど
が用いられる。
【０００９】
　前記複数段の受／発光部を有する光素子としては、前記受光部および発光部が光路接続
部となるもので、受／発光部が複数段に形成された光素子、また、これらが一段配列され
た光素子であっても、一段配列の光素子を二つ以上並べることにより複数段として用いる
ことができる。
【００１０】
　以下、本発明の光配線部品について、図面を用いて詳細に説明する。
　図１は、本発明の光配線部品の例を説明するための平面図であり、図２は、光導波路構
造体と多心光コネクタとの接続部を拡大した平面図である。なお、図２における線心、す
なわち、前記光ファイバ穴は二段の例である。
【００１１】
　本発明は、多条の光導波路と多心光コネクタを含んで構成される光配線部品に関するも
のであり、複数のコア部と、クラッド部と、を有する光導波路構造体１０２と、複数段の
光ファイバ穴を有する多心光コネクタ１０１と、を含んで構成され、光接続可能な光配線
部品であり、前記光導波路構造体は、前記コア部に、前記コア部の光路を、前記光ファイ
バ穴に向けて、屈曲させる光路変換部を有し、前記コア部１０５における光路変換部が、
前記光ファイバ穴（一段目１０４ａ、二段目１０４ｂ）に相対するように配置されるよう
に、千鳥構造端部１０３を有する、光配線部品である。
【００１２】
　本発明において、千鳥構造とは、光導波路の短手方向の一端より他端に向かい、複数の
コア部における光路変換部が、光ファイバ穴に合うように、ずれるように、隣接する段の
光ファイバ穴に対し、一段目、二段目、一段目、二段目のように、順番に繰り返して、パ
ターニングがなされたものである。光ファイバ穴が三段の場合は、一段目、二段目、三段
目、一段目、二段目、三段目のように、光導波路の短手方向の一端より他端に向かい、光
路変換部が、光ファイバ穴に合うように、ずれるように、パターニングがなされる。図面
においては、コア部先端部の長さが交互になっているが、光路変換部の設け方によっては
、同じ長さであっても良い。
【００１３】
　以下、本発明に用いる光導波路構造体について説明する。
　本発明における光導波路構造体は、コア部とクラッド部とを有する光導波路層を含むも
のであり、前記光導波路層は、例えば、コア部と、該コア部より屈折率が低いクラッド部
とを備えるコア層と、該コア層の少なくとも一方の面に接触して設けられ、前記コア部よ
り屈折率の低いクラッド層とを有するものや、コア部が、該コア部より屈折率が低いクラ
ッド部に埋め込まれた三層構造の埋め込み型導波路などが挙げられる。
　前記光導波路構造体には、導体回路が形成されていても良い。
【００１４】
　本発明において、前記光導波路構造体１０２における光導波路層は、前記コア部１０５
における光路変換部（図示されていないが、光ファイバ穴１０４ａ、１０４ｂの位置に形
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成されている。）が、前記光ファイバ穴１０４ａ、１０４ｂに相対するように配置される
ように、光導波路の短手方向の一端より他端に、隣接する段の光ファイバ穴に対し、順番
に繰り返して、パターニングがなされた千鳥構造端部を有するものであり（図２）、その
際、前記パターニングは、前記光ファイバ穴に相対するように配置されるように、前記コ
ア部が端部に向かい湾曲する（湾曲部１０７を有する）ようになされたものであることが
設計上好ましい。前記湾曲部は屈曲部であってもよく、光損失を生じない程度に変形させ
れば良い。
　上記光導波路構造体において、固定用ガイドに相対するアライメント用穴を設ける（図
１０）ことにより、アライメント用穴と固定用ガイドを嵌合させることにより、光導波路
構造体の光路変換部と光ファイバ穴を精度よく受動的に嵌合させることが可能となる。
【００１５】
　前記光導波路構造体について製造例を説明する。
　図４（ｃ）に示すようにコア層１１には、クラッド部１４より屈折率が高くなっている
コア部１３が形成されている。また、光導波路層１０は、コア部１３を形成するコア層１
１と、コア層１１の両面に設けられたクラッド層１２ａ，１２ｂで形成されるクラッド部
で構成されている。これにより、光がコア部内を伝送することができるようになる。前記
コア部断面の大きさとしては、例えば３５～１００μｍ×３５～１００μｍであり、隣の
コア部との間隔としては、例えば２０～５００μｍで形成される。
【００１６】
　このような光導波路層１０は、例えば、基材１５上に、クラッド層を構成する材料を含
むワニスを塗布して、クラッド層１２ｂを形成し、次いで、前記クラッド層上に、コア層
を構成する材料を含むワニスを塗布して、コア層１１を形成し、次いで、前記コア層上に
、クラッド層を構成する材料を含むワニスを塗布して、もう一つのクラッド層１２ｂを形
成し、中間体１８する（図４（ａ））。このとき、形成された三層の厚みは、例えば、通
常７０～１５０μｍ程度が好ましい。
【００１７】
　さらに、コア層１１と、コア層１１の両面に設けられたクラッド層１２ａ、１２ｂとで
形成されている中間体に、活性エネルギー線１６を照射して（図４（ｂ））、コア部１３
を形成し、次いで、基材１５を剥離して光導波路層１０が得られる（図４（ｃ））。この
方法によると、後述するコア層１１のコア部１３以外の部分及びクラッド層１２ａ、１２
ｂの全てがクラッド部を構成することになる。
【００１８】
　前記コア部形成において、多条に形成される光導波路の複数のコア部は、コア部端部が
、前記光ファイバ穴に相対する位置に配置されるように、光導波路の短手方向の一端より
他端に、隣接する段の光ファイバ穴に対し、順番に繰り返して、パターニングがなされた
千鳥構造端部が形成されたパターン１７を、前記中間体１８に積層し、活性エネルギー線
を照射すれば良い。
【００１９】
　このとき、前記基材として銅及び銅合金等などの金属板を用いることにより、金属板付
き光導波路層を作製し、前記金属板をエッチングして、導体回路を形成することにより、
クラッド層上に導体層を形成することができる。
【００２０】
　上記説明においては、コア層とクラッド層の三層を形成してコア部を形成したが、それ
ぞれ１層ずつ形成しても良く、また、クラッド層１２ｂとコア層１１の二層を中間体とし
てコア部を形成した後、クラッド層１２ａを形成しても良い。
【００２１】
（コア層）
　コア層１１を構成する材料としては、例えばアクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリイ
ミド系樹脂、ベンゾシクロブテン系樹脂、ノルボルネン系樹脂等の環状オレフィン系樹脂
等の樹脂材料が挙げられる。これらの中でもノルボルネン系樹脂（特に、ノルボルネン系
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樹脂の付加重合体）が好ましい。これにより、透明性、柔軟性、絶縁性及び耐熱性に優れ
る。さらに、他の樹脂を用いた場合と比較して吸湿性を低くすることもできる。
【００２２】
　また、コア層１１の構成材料としては、活性エネルギー線の照射により、あるいはさら
に加熱することにより屈折率が変化する材料が好ましい。このような材料の好ましい例と
しては、ベンゾシクロブテン系樹脂及びノルボルネン系樹脂等の環状オレフィン系樹脂を
含む樹脂組成物を、主材料とするものが挙げられ、ノルボルネン系樹脂（特にノルボルネ
ン系樹脂の付加重合体）を含む（主材料とする）ものが、特に好ましい。
　前記露光に用いる活性エネルギー線としては、可視光、紫外光、赤外光及びレーザー光
等の活性エネルギー光線や電子線、Ｘ線等が挙げられる。電子線は、例えば５０～２００
０ＫＧｙ程度の照射量で照射することができる。
【００２３】
（クラッド層）
　クラッド層１２ａ、１２ｂを構成する材料としては、コア層１１を構成する材料より屈
折率が低いものであれば、特に限定されない。具体的には、アクリル系樹脂、エポキシ系
樹脂、ポリイミド系樹脂、ノルボルネン系樹脂等の環状オレフィン系樹脂等の樹脂材料が
挙げられる。これらの中でも、ノルボルネン系樹脂（特に、ノルボルネン系樹脂の付加重
合体）が好ましい。これにより、透明性、絶縁性、柔軟性及び耐熱性に優れる。さらに、
他の樹脂を用いた場合と比較して、吸湿性を低くすることもできる。
【００２４】
　例えば、ノルボルネン系樹脂の付加重合体の場合、その側鎖の種類等によって、屈折率
を調整することができる。具体的には、ノルボルネン系樹脂（特に、付加重合体が好まし
い）の側鎖に、アルキル基、アラルキル基、ハロゲン化アルキル基、シリルオキシ基等を
設けることにより、屈折率を適宜調整することができ、それによって、コア部を構成する
材料との屈折率差を生じさせることができる。
【００２５】
　特に、コア層１１を構成する材料が、ノルボルネン系樹脂の付加重合体であり、クラッ
ド層１２ａ、１２ｂを構成する材料が、ノルボルネン系樹脂の付加重合体であることが好
ましい。これにより、耐熱性及び靭性を、特に向上することができる。
【００２６】
　クラッド層１２ａ、１２ｂを構成するノルボルネン系樹脂（の付加重合体）としては、
具体的には、直鎖の脂肪族基を側鎖に有するものが好ましい。これにより、柔軟性や耐折
性を向上することができる。直鎖の脂肪族基としては、例えば、プロピル基、ブチル基、
ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、ノニル基及びデシル基等が挙げられ
る。
　なお、クラッド層１２ａ、１２ｂは、同じ構成材料で構成されていても、異なる構成材
料で構成されていても構わない。
【００２７】
　光導波路層１０は、上述したような方法以外に、例えば、予め形成した凹部にコア部を
設け、その周囲をクラッド材（クラッド部）で覆う方法等の公知の方法によって得ること
ができる。
【００２８】
（光路変換部）
　前記光導波路構造体における光導波路層１０は、前記コア部の光路を、前記多心光コネ
クタの光ファイバガイド孔に向けて、屈曲させる光路変換部が設けられる。前記光路変換
部は、前記多心光コネクタとの光接続部付近における前記コア部のいずれの箇所であって
も良いが、前記複数のコア部の端部のそれぞれに設けることができる。コア部端部に設け
る場合は、図２に示すように、それぞれのコア部の長さが調整される。
【００２９】
　光路変換部の一例について、その形成方法を説明する。
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　図５（ａ）に示すように、光路変換部１０９は、上述のような光導波路層１０の一方の
面側から断面が三角形状の空間を設けることによって形成された傾斜面を有している場合
や、図５（ｂ）前記コア部端部に傾斜面を有している場合がある。
　傾斜面は、コア層１１に設けられたコア部の光の伝送方向に対して、傾斜（コア部の光
の伝送方向に対してほぼ４５度傾斜）するようになっている。これにより、例えば、図５
中の矢印Ａに示すようにコア層１１に設けられたコア部を伝送してきた光が全反射されて
、光の伝送方向をほぼ直角に変更することができる。
【００３０】
　このような光路変換部の形成方法について簡単に説明すると、コア部と、コア部の外周
に接合されたクラッド部とで構成される光導波路層１０の反射部を形成する部分に、レー
ザーを照射し、光導波路層１０に対するレーザーの照射領域を相対的に変化させることに
より、光導波路層の光路変換部を形成する部位へのレーザーの照射時間を部分的に変化さ
せて、レーザーの光導波路層の深さ方向に対する到達度を調整しつつ光導波路層の構成材
料を除去して光路変換部を形成することができる。このように、レーザーの照射により反
射部を形成することができるので、任意の位置に、任意のパターンで光路変換部を形成す
ることが容易となる。ゆえに、光配線のパターンの形成を容易にできる。
【００３１】
　レーザーとしては、例えば、ＡｒＦ及びＫｒＦ等のエキシマレーザー、ＹＡＧレーザー
、ＣＯ2レーザー等が挙げられる。
【００３２】
　レーザーの照射エネルギーは、特に限定されないが、１～１０ｍＪが好ましく、特に５
～７ｍＪが好ましい。前記範囲内であると、短時間で光導波路層１０の構成材料を除去す
ることができる。レーザーの照射する際の周波数は、特に限定されないが、５０～３００
Ｈｚが好ましく、特に２００～２５０Ｈｚが好ましい。周波数が前記範囲内であると、特
に傾斜面の平滑性に優れる。
【００３３】
　また、光導波路層１０にレーザーを照射するサイズは、形成する光路変換部の大きさに
依存するため特に限定されないが、８０～２００μｍ×８０～２００μｍであることが好
ましく、特に１００～１５０μｍ×１００～１５０μｍであることが好ましい。これによ
り、微細な光路変換部を形成することができる。
【００３４】
　本発明において、多心光コネクタは、光ファイバ穴が複数段形成された多次元配列のも
のであり、光ファイバ穴の配列が、上記のような例が挙げられる。
　前記光構造体におけるコア部は、これらの多心光コネクタにおける光ファイバ穴の配列
に合わせて設計される。
【００３５】
　上記で得られた光導波路構造体１０２は、前記コア部１０５の光路変換部と、前記多心
光コネクタの光ファイバ穴１０４ａ、１０４ｂに相対するように配置し、コネクタの固定
用ガイド１０６にあわせ、コネクタカバーを固定し、光配線部品を得ることができる。
【００３６】
　光導波路構造体において、固定用ガイドに相対するアライメント用穴を設ける方法とし
ては、例えば、エキシマレーザーを用いたアブレーションによる方法、ＮＣドリルを用い
た精密穴あけ方法などが挙げられる。前記アライメント用穴の大きさとしては、径で、例
えば５００～７００μｍなどが挙げられ、その誤差としては±０．５～０．８μｍ程度が
好ましい。
【００３７】
　図６は、光導波路構造体１０２の光導波路層のコア部１０５の端部に、光路変換部１０
９を設けた例であり、それぞれの光路変換部１０９と光ファイバ穴１０４とを位置あわせ
して、組み立てた例である。
　前記組み立ての方法としては、例えば、上記で得た光導波路構造体と、多心コネクタと
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を、前記光導波路構造体の光路変換部をコア部の光路が、前記多心コネクタの光ファイバ
穴に向かうように、位置あわせして重ね合わせ、次いで、光導波路構造体の上部に固定用
カバー（図示せず）を重ね合わせて、光導波路構造体を挟持して固定することができる。
前記固定用カバーとしては、前記アライメント用穴に相対する位置に、アライメント用穴
またはガイドピンを備える、平板やコネクタフェルールなどを用いることができる。
【００３８】
　上記のようにして得た配線部品は、光ファイバ穴１０４に光ファイバ１１０が挿入され
、光導波路の光路と光ファイバが光接続された構造とすることができる（図６）。
　上記例（図６）においては、光路変換部１０９と光ファイバ１１０とが光ファイバ穴１
０４により光接続された例を示したが、光ファイバ穴１０４をガイドとして、光ファイバ
１１０を更に挿入し、光路変換部１０９と光ファイバ１１０とを直接光接続することがで
きる（図８）。）このようにするとにより、光損失の少ない効率的な光ファイバと導波路
の接合が可能となり、また、千鳥構造によって更に省スペース化が可能となる。
　これらの組み立てにおいて、固定用ガイド１０６に相対するアライメント用穴１１４を
有する光導波路構造体を用いることにより、前記アライメント用穴１１４および固定用ガ
イド１０６にガイドピンを挿入することにより、位置あわせが容易なものとなり、また、
さらには前記固定用カバー（図示せず。）においても、固定用ガイドに相対する位置にア
ライメント用穴１１４を設けておくことにより、前記固定用カバーのアライメント用穴１
１４、前記光導波路構造体のアライメント穴１１４および前記多心光コネクタの固定用ガ
イド１０６にガイドピンを挿入することにより位置あわせが容易なものとなる。
【００３９】
　また、上記配線部品は、光ファイバを用いず、直接、発光素子及び受光素子などの光素
子と光接続するようにすることもでき、例えば、光ファイバ穴１０４に光ファイバ１１０
を挿入せず、前記光ファイバ穴１０４において、光路変換部１０９を設けられた側とは反
対側に、光素子１１１を配置した構造とする（図７）。このとき、前記光ファイバ穴１０
４を介して、光導波路の光路が、光素子の受／発光部１１２に伝送されるように配置され
る。
　この構造の組み立ての方法としては、電気回路基板などの基板に光素子１１１を配置し
た基板を用意し、前記同様にして、光導波路構造体１０２と、多心光コネクタ１０１とを
、位置あわせして重ね合わせ、さらに、多心光コネクタ１０１の光ファイバ穴１０４にお
ける光路が、前記光素子の受／発光部１１２に向かうように位置あわせして重ね合わせて
、光導波路構造体の上部に固定用カバー（図示せず）を重ね合わせて、光導波路構造体１
０２と多心光コネクタ１０１を挟持して固定することができる。
【００４０】
　また、前記光配線部品は、前記コア部の光路が、前記光路変換部より光素子の受／発光
部に直接光接続することもでき、具体的な構造の例としては、受／発光部が複数段に形成
された光素子として、受／発光部１１２が一段配列された光素子１１１を、電気回路基板
などの基板に、二つ配列し（二つ以上であっても良い。）、前記受／発光部１１２に、光
導波路構造体１０２の光路変換部１０９が配置された構造とする（図９）。
　この構造の組み立て方法としては、上記で得た光導波路構造体、電気回路基板などの基
板１１５に少なくとも受／発光部１１２を露出して搭載した基板、および固定用カバー１
１６を用意する。次いで、前記光導波路構造体の光路変換部をコア部の光路が、前記受／
発光部１１２に向かうように、位置あわせして重ね合わせ、さらに固定用カバー１１６を
重ね合わせて、光導波路構造体１０２を挟持して固定することができる。このとき、前記
光導波路構造体１０２、前記基板１１５および前記固定用カバー１１６に、アライメント
用穴を所定の位置に設けておくと、上記同様にガイドピンを用いて、位置あわせが容易な
ものとなる。
【００４１】
　さらには、本発明の配線部品において、上記千鳥構造部を有する光導波路構造体の他端
は、上記同様の千鳥構造部により多心光コネクタと接続されていても良い。また、図１に
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構造とすることができる。例えば、前記千鳥構造部が２４心（１２心×２段）である場合
、３つに分岐し、図３（光導波路構造体はコア部１０５のみ表示。）に示すような、８心
の光コネクタと接続することができる。前記８心の光コネクタとの接続においては、光導
波路構造体の他端において、上記同様にして、光路変換部を設けて、該光路変換部と８心
の光コネクタの光ファイバ穴とを位置あわせして、光路が伝送されるように接続して組み
立てることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の光配線部品の例を説明するための平面図である。
【図２】本発明において、光導波路構造体と多心光コネクタとの接続部を拡大した平面図
である。
【図３】本発明の光配線部品の一例において、８心の光コネクタとの接続を説明するため
の平面図である。
【図４】本発明における光導波路構造体の製造例を説明する模式図である。
【図５】本発明における光路変換部を説明するための模式図である。
【図６】本発明の光配線部品の一例を説明するための斜視図である。
【図７】本発明の光配線部品の一例を説明するための斜視図である。
【図８】本発明の光配線部品の一例を説明するための斜視図である。
【図９】本発明の光配線部品の一例を説明するための斜視図である。
【図１０】本発明において、アライメント用穴を設けた光導波路構造体と多心光コネクタ
との接続部を拡大した平面図である。
【符号の説明】
【００４３】
１０　　光導波路層
１１　　　コア層
１２ａ、１２ｂ　クラッド層
１３　　　コア部
１４　　　クラッド部
１５　　　基材
１６　　　活性エネルギー線
１７　　　パターン
１８　　　中間体
１０１　　多心光コネクタ
１０２　　光導波路構造体
１０３　　千鳥構造端部
１０４、１０４ａ、１０４ｂ　光ファイバ穴
１０５　　コア部
１０６　　固定用ガイド
１０７　　湾曲部
１０８　　分岐部
１０９　　光路変換部
１１０　　光ファイバ
１１１　　光素子
１１２　　受／発光点
１１３　　他端の多心光コネクタ
１１４　　アライメント用穴
１１５　　基板
１１６　　固定用カバー
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